
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

小林市立小林小学校  校長通信 

令和５年４月２４日  第３７号 （文責 校長 吉井秀一） 

℡:（0984）23-3510  E-mail:1401eb@miyazaki-c.ed.j 本校

 

四
月
七
日
に
始
業
式
、
十
二
日

に
は
入
学
式
を
行
い
、
令
和
５
年

度
の
教
育
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新
し
い
先
生
と
新
し
い

教
室
で
、
子
供
た
ち
も
期
待
と
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

心
持
ち
は
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。 

教
師
も
一
人
一
人
個
性
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
の
時
代
、
私
が
習

っ
た
先
生
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
今

よ
り
も
っ
と
個
性
の
強
い
人
ば

か
り
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

十
九
日
に
は
担
任
と
の
出
会

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。
担
任
ら
も
、
ず

っ
と
前
か
ら
ド
キ
ド
キ
し
て
い

た
よ
う
で
す
。 

さ
て
、
期
待
と
不
安
の
「
不
安
」

が
大
き
く
な
り
そ
う
な
時
、
お
子

さ
ん
に
は
ぜ
ひ
、「
い
い
学
級
だ

ね
。
が
ん
ば
ろ
う
ね
。」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
一
言
で
不
安
が
期
待
に

か
わ
り
、
大
き
な
希
望
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。 

 
 □

返
事
・
あ
い
さ
つ
・
整
理
整
頓
」

と
は
、
始
業
の
日
、
子
供
た
ち
に
示

し
た
「
今
年
度
頑
張
っ
て
ほ
し
い
こ

と
」
の
３
つ
で
す
。 

 
 □

返
事
」
は
、
人
の
話
を
聞
く
「
構

え
」
が
で
き
て
い
る
証
拠
で
す
。
人

の
話
に
耳
を
傾
け
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
返
事
が
で
き
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
で
も
素
晴
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
で
す
。 

も
う
ひ
と
つ
、「
返
事
」
は
素
直
さ

の
現
れ
で
す
。
人
の
言
い
な
り
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
「
は
い
。」
と
相
手
の
意
見
を

受
け
止
め
る
こ
と
は
礼
儀
で
あ
り
、

発
展
的
な
話
合
い
の
始
ま
り
で
も

あ
り
ま
す
。
一
方
的
に
主
張
を
ぶ
つ

け
、
受
け
手
が
「
ナ
マ
返
事
」
で
は
、

か
え
っ
て
解
決
に
余
計
な
時
間
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
素
直
な

「
返
事
」
は
、
自
分
に
非
が
な
い
こ

と
の
証
明
で
も
あ
り
ま
す
。
後
ろ
め

た
い
こ
と
の
最
中
に
い
く
ら
声
を

か
け
て
も
返
事
は
し
ま
せ
ん
よ
ね
。  
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生活安全・交通安全              家庭訪問期間に GW と、子どもだけで過ごす時間が多い時期です。 

危険な場所、危険な遊び…危ないことからは離れる判断力が必要です。耳に残るまで、繰り返し言い

聞かせましょう。合わせて交通安全。自転車に乗る子どもにはヘルメットの準備をお願いします。 

くすの木 



 

「みんなで考え  

   みんなでつくる みんなの小林小学校」 

（学校長メッセージ） 

「みんなで考え みんなでつくる みんなの小林小学校」は、本年度の学校

づくりのテーマです。 
「学校の姿は子どもの姿」。しかし、子どもだけで、学校をつくることはで

きません。子どもの姿を形づくることを、先生方だけに期待するものではあり

ません。子どもと、子どもをとりまく大人たちがすべて学校づくりの当事者意

識、仲間意識をもつことが重要です。そのためのキーワードが「みんな」です。 

「みんな」とは主役の「子ども」、指導する「先生」、サポートする「保護者」、

そして支える「地域」です。それぞれが小林小学校を自分の学校として思い、

お互いにできないところは助け合い、足りないところは補い合い、うまくいか

ないところはみんなで受け止めながら、「よりよい自分たちの学校にしていく」

営みが「みんなでつくる学校」の姿です。 
学校でも積極的に「学級や学年、学校をもっとよくするには･･･。」という視

点に立って、みなさんの意見を伺う（話し合う）機会を設けていきたいと考え

ています。言いにくかったことや、遠慮されていたことも、自分たちの学校の

ために出しましょう。人間のすることですから時には問題も発生します。そん

なとき、「人」を非難することでは「問題」は解決しません。みんなが当事者

であり、仲間ですから、「問題」はみんなが同じように、みんなの「課題」と

して受け止める姿勢を持ちましょう。課題解決のために「人」ではなく「こと」

として原因を探り、「みんな」でより良い方向を見付けましょう。そのような

姿を「みんなで考え」という言葉に込めています。 

昨年度、学校創立１５０周年を終え、また、３月には関係者のご苦労のおか

げで「小林小校区まちづくり協議会」も発足しました。新たな小林小学校の伝

統づくりをみんなの力で再スタートする良い節目であると考えます。 

「みんなで考え みんなでつくる みんなの小林小学校」の実現に御理解と

御協力をお願いいたします。 

 
 

令和５年４月１日 
校長 吉 井 秀 一 


